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奥鬼怒 女夫渕から日光沢まで Ｎｏ.１８０ 

 

昭和５３年 7 月８日 

所属部署の慰安旅行で鬼怒川温泉へ行くことになった。夕刻までに宿につけば良いので、その時間を使って

職場のＹ君と少し歩いてくることにした。 

車の免許を取って一年八カ月経ちそろそろ遠出をしたくなる時期、初めて車で山歩きに出かけることに。 

東北自動車道を走り宇都宮から日光方面に入り、今市から国道１２１号線を北上し川治から川俣方面へ。 

車で入ることができる女夫渕まで入り、ここに駐車。 

女夫渕から鬼怒川源流を八丁の湯、加仁湯、日光沢と遡り、また元の道を戻った。 

まだ梅雨明けする前の不安定な時期にもかかわらず、天候に恵まれて気持ちの良い谷歩きができた。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    実業之日本社「オールガイド東京付近の山」（昭和４３年版） 

                    女夫渕より奥の温泉へは歩いてしか行くことができず、山歩き 

                    するような人が行く温泉だった。 

 

 


